
産業界における河川等公共用水域保全に関するシンポジウム 

 

・本シンポジウムは、(財)河川環境管理財団の河川整備基金の助成を受けて開催致します。 

【趣意書】 

 21世紀は「水の世紀」とも言われ、良質な水資源を確保することの重要性が高まってい

ます。河川を始めとする我が国の公共用水域は、飲用水の供給や生態系保全のみならず、

身近な自然として生活環境に豊かさをもたらす親水機能も注目されています。 

また、産業界においても、水質浄化及び工程内での水の循環利用（リサイクル）などの水

質保全対策に不撓の努力を重ねているところです。 

一方、近年の環境問題に対する関心の高まりを反映して、公共用水域における新たな水

質保全対策のあり方が議論されています。水生生物保全に係る環境基準に基づく対策や

第6次水質総量規制制度（平成17年度から実施予定）の対策内容等が現在国で審議され

ており、より効果的かつ効率的な対策が求められています。 

かかる状況を踏まえ、公共用水域（河川、湖沼、海域）の水質保全に関する産業界の取

り組みの現状と課題について検討を行い、今後の水質環境保全対策のあり方について理

解を深める目的で、各界の有識者をお招きしてシンポジウムを開催致します。 
 

【プログラム予定】 

（敬称略） 
12:30-13:00 受付 

13:00-13:05 開会 

13:05-13:35 「産業界の水質保全対策について」 

三菱化学（株） 環境安全・品質保証部長 清木 俊行 

13:35-14:05 「自治体における公共用水域保全対策について」 

千葉県 環境生活部水質保全課長 寺井賢一郎 

14:05-14:35  「水環境行政の動向について」 

環境省 水・大気環境局 水環境担当審議官 坪香 伸 

14:35-15:05 「効率的な排水対策技術の開発状況について」 

（株）荏原製作所 環境システム事業部 水・環境開発室 

新技術調査開発グループ長 北川 政美 

15:05-15:35 「公共用水域の今後の水質保全対策のあり方について」 

広島大学 副学長（社会連携・研究担当） 岡田 光正 

15:35-15:50 休憩 

15:50-16:55 パネル・ディスカッション（コーディネーター：広島大学 岡田 光正） 

16:55-17:00  閉会 

※ 講師及び講演内容については、予告なしに変更する場合がございますのでご了承下さい。 

主   催   社団法人産業と環境の会 

開催日時   平成 17 年 11 月 28 日（月） 13:00-17:00（受付：12:30～） 

会   場   主婦会館プラザエフ ７階カトレア 

          東京都千代田区六番町 15 番地  03-3265-8111（代表） 

参 加 費   無料 




